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第44号のメニュー

【ごあいさつ】

【そっと教える授業のテクニック　29】

「会話授業を考える講座紙上再現・基本練習編」
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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★

日伯文化連盟（アリアンサ）主催、わたしたち国際交流基金サンパウ

ロ日本文化センター共催の、日本語教育に関する大きな国際シンポジ

ウムが開かれます。ブラジル日本語教育国際シンポジウム「多様な背景

を持つ学習者―その対応を考える」と題し、アメリカから2名、アルゼ

ンチンから1名、その他ブラジル国内からも何名かの報告者を招聘し、

非日系学習者の増加、学習動機や学習環境の変化、出稼ぎ目的学習者の

登場など、昨今のブラジルを取り巻く問題点について経験の共有を試み

る企画です。詳しいご案内はまたこのメルマガを通して行いますが、ア

リアンサのホームページhttp://www.acbj.com.br/から申し込みが可能
です。

みなさんどうぞ奮ってご参加ください。

で、本日のメルマガは前号の続き、会話クラスについてです。
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OoOoそっと教える授業のテクニック　29 OoOo
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●●●「会話授業を考える講座紙上再現・基本練習編」●●●

　会話のクラスというと、ある程度長い話で、流暢な、まとまった会話

のやり取りを練習するクラスを想像するかもしれません。もちろん最終

的な目標はそのあたりに置く場合もあるかもしれませんが、流暢な会話

でも、やはり一つ一つは比較的短い文によって構成されているわけです。

これら短い文型がある程度確実にすらすら言えるようにならなければ、

さらにその上の段階である、まとまりのある談話に発展させることはで

きません。会話授業の1番目のステップとして、この文型の基本練習は

大変重要です。

　文型基本練習で先ず考えなくてはならないのは、どんな例文を口頭で

練習するかということです。使っている教科書に出てくる例文を練習す

るのが一番楽で確実な方法ですが、でもそれだけでは少しつまらない場

合も多いかもしれません。日本語の教科書は、その多くが日本で作られ、

日本国内で学習することを前提としているものが多いからです。そんな

ときは教科書の例文を少しでも身近な面白いものにちょっと工夫して

アレンジしてやればいいのではないでしょうか。

　教科書に「田中さんは京都に行ったことがあります。」という例文が

出ていたとしたら、「ホナウドさんはマナウスへ行ったことがありま

す。」に変えてやることぐらい、誰でも思いつきますね。文型基本練習

のやり方は11号と12号で詳しく解説しましたが、ホナウドさんとアマ

ゾンの写真を持ってきて、それらを黒板に貼って練習すると、単純な文

型基本練習にも熱が入るかもしれません。

　

写真や絵を黒板に貼ることによって学習者に前を向かせることに成

功したら、クラス内の雰囲気がかなり活気を帯びてくることは間違いあ

りません。文型練習のテクニックはいろいろありますが、やさしい例か

ら徐々に難しいものにしていく「易から難の法則」や、大人数でのコー

ラスから少しずつ人数を減らして最後にはひとりで練習させる「多から

少の法則」などはもうこのメルマガで紹介しました（24号）。矢印を使

って「行きます・来ます、あげます・もらいます」の練習（1号）、ブラ

ジルの地図を使った「います・あります」の練習テクニック（2号）も

紹介しましたね。

いろいろな工夫で楽しい文型基本練習をたくさんやったら、今度はそ

れを会話の形で練習する段階に進みます。「みんなの日本語」を使って

いる先生方なら、あの「練習C」の部分です。たとえば「みんなの日本

語18課」では

A:趣味は　何ですか

B:①映画を　見る　ことです。

A:どんな　①映画を　見ますか。　

B:②フランス映画です。

A:そうですか。

　①　歌を歌います　　②　ビートルズの歌

という練習が載っています。でもこれを一生懸命練習して、本当にこ

の枠組みの会話ができるようになるでしょうか。結局「映画を見る」を

「歌を歌う」に、「フランス映画」を「ビートルズの歌」に変えただけ

の、文型代入練習と同じものでしょう。

この練習を会話の形で練習できるようにするためには、話題だけを変

えて、後はこの会話の枠組みを利用して練習する方法が効果的です。例

えば上の例で言うと、会話例の話題は「映画」ですが、それを「歌」に

変えます。学習者はどこを入れ替えればよいか自分で考えます。こんな

感じです。

A:Bさんの趣味は何ですか。

B:歌を歌うことです。

A:へえ、どんな歌を歌いますか。

B:そうですね、日本語の歌ですね。Bさんはどんな歌が好きですか。

A:わたしは、うーん、Bossa　Novaが好きですよ。

B:そうですか。Bossa　Novaはわたしも好きです。いいですよね。

最初の例のように代入すべきところを下線で示し、言うべき言葉も決

めてしまうと、それは単なる機械的な入れ替え文型練習になってしまい

ます。でも2番目の例のように、ある決まった会話の枠組みでも、話題

だけを変えると、学習者が自ら考えて話さなくてはならない部分が増え

ます。自分で会話を作っているんだという気持ちが増すわけです。本来

の会話に近づけるためには、文型練習と違い、なるべくコントロールす

る部分を減らしてやることが大切です。
OoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOo 

OoOo　　　　おしらせ　　　OoOo
OoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOo
　9月3日（土）に予定しておりました、第4回国際交流基金日本語セ

ミナー「文法は日本語の授業では必要だろうか」は、吉川一甲真由美エ

ジナ講師の都合により、中止になりました。ご迷惑をおかけしました。

9月17日（土）には「日本語学習者の動機付けーどうすれば学習者が積

極的に学習するようになるだろうか」と題し、三浦多佳史客員講師が午

後2時より日本語セミナーを行います。日本語を学習するうえでの動機

付けについて、その定義や分類など理論的な側面と、実際に教室でどの

ように動機を刺激するかについて、考えます。場所は国際交流基金サン

パウロ日本文化センター大ホール、日伯文化連盟との共催で入場料は10

レアルです。皆さん奮ってご参加ください。申し込みは3288-4971まで。

メルマガ「こうししつ」では皆さんのご意見、お便りをお待ちしてい

ます。ご意見・ご質問は　prof@fjsp.org.br

　電話11-3288-4971
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国際交流基金サンパウロ日本語センター講師室

メルマガ「こうししつ」発行責任者　三浦多佳史

ポルトガル語　遠藤クリスチーナ麻樹

日本語教師お役立ち情報室
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
「メルマガこうししつ」バックナンバーを公開中
是非一度ご覧下さい
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